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5 月 1 日に本格運用を開始した石岡測地観測局
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―――――――――――――― 総 務 部 ――――――――――――――

総務部は、院全体を管理運営する役割、各部・センター・地方測量部等と連絡調整する役

割及び対外的な情報発信窓口としての役割を担っており、その役割を確実かつ円滑に実施し

ます。また、院の最重要事項である「Ｇ（技術）Ｋ（広報）Ｋ（教育）」を受け、総務部の最

重要事項を３つのＫ（広報、コンプライアンス、危機管理）とし重点的に取組みます。

―――――――――――――― 企 画 部 ――――――――――――――

企画部は、「基本測量に関する長期計画」に示した目指すべき社会の実現を加速させるため、

各部・センターと連携し、地理空間情報活用推進、国際活動、公共測量、防災、入札・契約等

に関する施策の推進を図ります。

１．測量等に関する基本施策の企画・推進

(1) 基本測量長期計画及び研究開発基本計画を

推進します。

(2) 測量技術者の確保・育成方策、測量・地図

分野の広報の強化などを議論する測量行政懇

談会等を関係部局で連携して開催するなど広

報戦略を進めます。

２．地理空間情報の活用推進

(1) 地理空間情報活用推進基本計画の着実な推

進を図ります。

(2) Ｇ空間ＥＸＰＯの企画運営を行うとともに、

国土交通省として Geo アクティビティフェス

タ等を実施します。

(3) 地理教育の現場の支援、児童生徒の地

理空間情報リテラシーの向上のための活動を

積極的に実施します。

３．地理空間情報及び測量技術等の標準化の推

進

(1) 実利用が可能となった新技術を作業規程の

準則に規定するため、改正に向けた検討を実

施します。

(2) 測量成果の品質確保及び公平性・透明性の

観点から「総合評価落札方式」等における技

術評価基準等の必要に応じた見直しを実施

します。

４．測量行政の推進

公共測量において UAV の利活用を促進するた

め、UAV を用いた測量作業マニュアルと安全基

準の早急な周知徹底と普及啓発を行い i-

Constructionを推進します。

５．G空間インフラ分野の国際競争対応

地理空間情報分野における国連との協力関係

の構築、測量分野の海外展開進捗のための技術

支援を行います。

６．防災対策の推進

(1) 防災関係機関と密接な連携を図るとともに、

国土交通省防災センターで統合災害情報シス

テム（DiMAPS）の支援を実施します。

(2) 国土地理院ランドバード（GSI-LB）の取組

を通じて、災害時の緊急撮影における UAV の

運用を開始します。

―――――――――――――― 測 地 部 ――――――――――――――

測地部は、国民が安心して豊かな生活を営むことができる経済社会を実現するために、我

が国の位置の基準（緯度・経度、高さ）を定め、誰でも位置が測れる環境を提供するととも

に、地震、火山活動、自然災害等による災害軽減のための測地観測を実施します。また、国

土調査法に基づく地籍調査に必要な基準点測量を実施します。

平成28年度国土地理院業務概要
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１．位置情報基盤の整備・提供

(1) 国際的に整合のとれた我が国の位置の基準

（緯度、経度、標高）を整備、提供するため

に、VLBI測量、国土の骨格となる電子基準点

を補間する三角点の測量、精密な高さの基準

となる水準点の測量、GNSS測量から標高を決

められるようにジオイドを決定します。

(2) 基準点維持管理、離島の基準点整備を行い

ます。また、地殻変動の影響を取り除いて位

置情報を高精度化するために必要な地殻変

動パラメータを提供します。

(3) 場所情報コードを活用した屋内外のシーム

レスな位置情報基盤の高度な利活用を推進

します。

２．地殻・地盤変動を監視し減災への貢献

(1) 陸域観測技術衛星2号「だいち2号」の観測

データを利用した干渉SAR技術による確度の

高い地殻・地盤変動の全国監視を行い、関係機

関へ情報提供と結果を公開します。

(2) 地震防災対策強化地域及び南海トラフ地震

防災対策推進地域等を中心に、地殻の上下変

動を監視します。また、地盤沈下等の状況を把

握するため、指定された地域の水準測量を行

います。

３．世界各国と協働で測地測量の推進

(1) 「地球規模の測地基準座標系（GGRF）」の維

持が測量分野で初の国連決議となり、アジア

地域のリーダーとして引き続き貢献します。

(2) 世界21か国で構成される国際VLBI事業（IVS）

に参加し、国際地球基準座標系（ITRF）の構

築やGNSSなどの衛星測位に必要となる自転

速度（UT1）の協働観測等を実施します。また、

アジア太平洋地域の国々と協働で宇宙測地

技術を活用した観測ネットワークを構築し、

地殻変動の把握等を行います。

(3) 南極地域観測第Ⅸ期計画(H28～H33)に基づ

き、南極地域において測地観測を実施します。

４．地球の物理的性質の測定・解析

(1) 正しい方角を提供するために必要な地磁

気の分布と変化を明らかにするため、地磁

気測量を実施します。

(2) 精密な標高の算出とジオイド・モデル作

成に必要な重力値の分布と変化を明らかにす

るため、重力測量を実施します。

５．地籍調査のための測量

国土調査において地籍の明確化を図るため

に必要な基準点測量を実施します。また国土調

査におけるスマート・サーベイ・プロジェクト

（SSP）を推進するための技術指導等を行います。

６．調査研究開発

(1) 国際的なVLBI 観測システムの次世代規格

（VGOS）に関する研究開発、ジオイド・モデ

ルの維持管理に関する研究開発、電子基準点

のデータを用いた水準点の標高変動補正の検

証、地磁気時空間モデルを用いた磁気図作成

と公開についての検討等を行います。

(2) 干渉SAR技術の利用拡大のため、地殻変動等

の監視の高度化、地盤沈下や地すべりの監視

の効率化に関する研究開発を実施します。

(3) ３次元地理空間情報を活用した安全・安

心・快適な社会実現のために、屋内外の測位

情報のシームレス化に関する技術開発と屋内

測位の向上に関する技術開発を実施します。

―――――――――――――― 地理空間情報部 ――――――――――――――

地理空間情報部は、多様な地理空間情報を誰もが容易に検索・入手・利用を可能とする地

理空間情報ライブラリーの運用、コンテンツの拡充を行うとともに、地理空間情報の基礎と

なる地図情報等を広く安定的に提供するための取組等を実施します。

１. 地理空間情報ライブラリーの運用の推進

(1) 地理院地図の運用、地理院タイルの提供、地理院地

図パートナーネットワークの運営、ベクトルタイル

提供実験の拡大を実施します。

(2) 地理空間情報ライブラリーコンテンツの拡

充とサイト等システムの運用を実施します。
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(3) 基準点、地図及び空中写真等の登録・管理、

閲覧・謄抄本交付を行います。また、基準点成

果等閲覧サービス、地図・空中写真閲覧サービ

スの管理・運用を行います。

２.産学官における連携・協力

(1) 国・地方公共団体等における電子国土基本

図を中心とした地理空間情報の効果的・効率

的な活用を促進するため、国土地理院プロダ

クツのプロモーション活動を継続して取り組

むとともに、地理空間情報の相互活用の促進

を図ります。

(2) 地理空間情報の活用を促進するため、パートナ

ーネットワーク等を通じて、産学官の連携強化を

図ります。

３.国土地理院行政情報システム維持管理及び

情報セキュリティ対策

(1) 次期共同利用電子計算機システム及び国土交通

省行政情報基盤システムの構築（平成30年度）に

向けた検討を実施します。

(2)ネットワークの監視、サイバー攻撃対応等、情報

セキュリティ対策の強化を図ります。

―――――――――――――― 基本図情報部 ――――――――――――――

基本図情報部は、国の基本図に関する社会のニーズを踏まえた事業の実施と情報提供を基

本理念とし、電子国土基本図が利用者にとってさらに価値ある使いやすいものとなるように

さらなる改善を図りつつ、電子国土基本図・基盤地図情報の着実な整備・更新･提供を行いま

す。また、これら事業遂行に必要な技術開発を実施します。さらに、測量用航空機「くにかぜ

Ⅲ」等による災害対応を通じ、災害時においてニーズを踏まえた現況把握・情報提供を確実

かつ迅速に行います。

１．電子国土基本図（地図情報）の更新

(1) 道路、建物等位置の基準としての基盤地図

情報、及び地形、地名等の国土管理に必要な

情報を統合した、新たな国の基本図として、

電子国土基本図（地図情報）、及び国土広域情

報の円滑な更新を図り、基盤地図情報、電子

地形図25000、電子地形図200000、数値地図

（国土基本情報）、数値地図（国土基本情報20

万）、多色刷2万5千分1地形図（印刷図）等

を提供します。

(2) 都市計画基図等による面的更新を実施しま

す。

(3) 地方整備局及び都道府県等の公共施設管理

者と連携し、新規開通する道路等、公共施設

の迅速更新を実施します。

２．電子国土基本図（正射画像）の整備

都市計画区域及びその周辺において、地方公

共団体のニーズも勘案しつつ、空中写真撮影を

実施し、正射写真画像を整備・提供します。

３．電子国土基本図（地名情報）の整備

(1) 居住地名（小字を含む）、自然地名、離島の

名称等の電子国土基本図（地名情報）の整備・

更新及び提供を行います。

(2) 住居表示住所ベクトルデータと信号交差点

の名称・位置データ等を整備・更新し提供を

行います。

４．全国都道府県面積調

全国都道府県市区町村別面積調査を実施し、

公表します。

５．人工衛星画像による地図情報整備

人工衛星画像を活用して離島の地図情報の更

新を行います。

６．「くにかぜⅢ」の運用

(1) 「くにかぜⅢ」により、甚大な災害時の撮

影及び情報提供を行うとともに、関係機関等

への情報伝達の迅速化のための訓練を実施し

ます。

(2) 要望を踏まえた撮影・航空レーザ測量等、

機動性のある測量用航空機の運用を行います。
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７．南極観測

南極地域観測第Ⅸ期計画（H28～H33）に基づ

き写真撮影等を実施し、地形情報の整備・更新

及び衛星画像図を更新します。

８．技術研究開発

(1) 最新の高分解能衛星画像を用いた地理空間

情報の効率的な整備手法の検討を行います。

(2) 災害時に「くにかぜⅢ」搭載のSARで取得

した画像から被災箇所を迅速に抽出する手法

を検討します。

(3) 将来の基盤地図情報の三次元化に向け、三

次元データの効率的な整備手法の検討を行い

ます。

―――――――――――――― 応用地理部 ――――――――――――――

応用地理部は、防災対策・危機管理等に資する防災地理調査、国土の環境保全・効果的な

利用に資する環境地理調査、地球規模の地理空間情報となる地球地図整備等を行い、これら

の地理調査業務によって得られた成果等を速やかに公表・刊行するとともに、ホームページ

や地理院地図などを通じて幅広く提供します。

１．防災地理調査

(1) 自然災害基礎情報整備

地震の揺れや土砂災害に対して脆弱な箇所を調

査した脆弱地形データを整備します。また、火山噴

火に伴う被害の想定される地域で火山防災地形調

査を行います。

(2) 全国活断層帯情報整備

地震災害が広範囲に及ぶと考えられる主要な活

断層帯について、断層の詳細な位置や関連する地形

の分布等の情報を整備・提供します。

(3) 治水地形分類図の更新

地方整備局と連携して治水地形分類図の更新を

実施するとともに、更新した治水地形分類図は順次

ホームページから公開します。

(4)「ハザードマップポータルサイト」及び「地点別

浸水シミュレーション検索システム」の管理・運営

全国の各種ハザードマップ等を一元的に検索・閲

覧可能な「国土交通省ハザードマップポータルサイ

ト」や、知りたい場所の浸水リスクをウェブサイト

上で検索可能な「国土交通省地点別浸水シミュレー

ション検索システム（浸水ナビ）」の管理・運営を行

います。

(5) 災害対策地理情報の更新

災害発生時に、災害対策活動の円滑かつ的確な推

進を図るため首都直下・南海トラフ地震対策図、広

域・県別災害対策図及びそれらに表示する災害対策

地理情報を更新します。

２．環境地理調査

(1) 国土環境モニタリング

国土の現況を把握するため、雲の少ない衛星画像

を用いて全国モザイク画像を更新し、ホームペー

ジから公開します。

(2) 湖沼調査

平成28年度から29年度にかけて宍道湖の湖沼調

査を行うとともに、調査完了後に電子国土基本図等

を通じてその成果を提供します。

３．地球地図整備

地球地図は、地球環境の解析や政策立案で活用す

ることで地球環境保全等に貢献するものであり、各

国の国家地理空間情報担当局の協力のもと、地球全

体の基盤的地理情報の計画的かつ着実な整備を進

めます。また、地球規模の地理空間情報管理に関す

る国連専門家委員会の活動に積極的に参画します。

―――――――――――――― 測地観測センター ――――――――――――――

測地観測センターは、我が国の測量に位置の基準を与え、地殻変動の監視を行うため、①電子基準

点、験潮場、地殻活動観測場等における連続観測データの収集・解析・監視・提供、②観測施設の維持

管理、③これらに係わる企画立案・調整・調査研究、④地震調査委員会の庶務の処理を行っています。

平成28年度は、測量・地殻変動監視・位置情報サービスの基盤となるGNSS連続観測システム（GEONET）

のより安定的な運用を行うとともに、新たな解析戦略の構築、津波予測支援システム（REGARD）の改良

等、測地観測に関する技術的基盤を強化します。
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１．データやプロダクトの利活用推進

(1)  GEONETの安定運用を行います。

(2) 電子基準点データがより適切に利用されるよう、

ホームページ上の品質及び解説情報の拡充を継続

して行います。

(3) 関連団体と連携し、i-Construction（情報化施工）

等における電子基準点データの利活用を促進しま

す。

(4) マルチGNSS 測量の普及を図るとともに、公共

測量の作業規程の準則への反映に必要となる検証

作業を行います。

２．GEONETの高度化

電子基準点の老朽化した観測機器や電源の強化、

付帯設備の更新を実施します。

３．地殻変動の監視強化

(1)GEONETの中央局解析システムの高度化の向け

て新たな解析戦略の構築を行います。

(2)  REGARD の運用を行うとともに、地震規模の

推定精度を向上させるためのシステム改良を行い

ます。

４．国際観測の推進

国際GNSS事業（IGS）において、国内4局、南

極1局で取得したマルチGNSSのリアルタイムデー

タを提供します。

――――――――――――― 地理地殻活動研究センター ―――――――――――――

地理地殻活動研究センターは、測量、地理空間情報の整備活用に関連する行政施策の取組を的確に

進めていくことを目的として研究開発を行っています。また、地震予知連絡会等各種会議の事務局と

して運営するほか、他機関が主催する会議への参加や資料提供等の対応を行います。これらの活動に

関しては、国内外の関係機関との交流を積極的に進めるとともに、研究成果の発信・流通に努めます。

１．研究開発

当研究センターでは、4つの基本的課題であ

る

①地理空間情報の整備力・活用力の向上

②次世代の地理空間情報活用社会の実現

③防災・減災

④地球と国土の科学的把握

に基づき、以下の7つの特別研究を行います。

・広域地殻変動データに基づくプレート境界の

固着とすべりのモニタリングシステムの開発

・干渉SAR時系列解析による国土の地盤変動の

時間的推移の面的検出に関する研究

・GNSSによる地殻変動推定における時間分解

能向上のための技術開発

・空中三角測量の全自動化によるオルソ画像作

成の効率化に関する研究

・精密単独測位型RTK(PPP-RTK)を用いたリア

ルタイム地殻変動把握技術の開発

・地形・地下構造を考慮した地殻変動の分析に

関する研究

・精密重力ジオイドに基づく高さ基準系の構築

に関する研究

その他、一般研究として、22の研究課題を

行います。

２．関係会議の円滑な運営と研究成果の発信

(1)関係会議の円滑な運営と参加

地震予知連絡会、海岸昇降検知センター等を

運営するほか、地震防災対策地域判定会、地震

調査委員会、科学技術・学術審議会測地学分科

会、火山噴火予知連絡会に参加し、研究成果の

発信を行います。

(2) 研究評価

研究の実施に当たっては、国土地理院研究評

価委員会等による厳正な評価を受けます。

(3) 研究開発のためのニーズの把握

火山噴火予知連絡会、地震予知連絡会や外部

機関からの研究開発に対する社会的ニーズの把

握を適宜行います。新規研究開発は、国土地理

院内外からの要望に基づいて選定します。

(4) 外部機関等との連携及び研究成果の積極的

な発信

研究の実施に当たっては、共同研究等を通じ

て外部機関との連携を進めます。研究成果は、

ホームページや講演会、学会発表、学術誌等へ

の論文投稿を通じて積極的に公表します。
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(5) 災害発生時の対応

被害地震等が発生した場合には、地殻変動緊

急解析を行い、結果を速やかに関係機関に提供

します。

今年で第 57 回を迎えた科学技術週間は、

科学技術に関し広く国民の関心と理解を

深め、我が国の科学技術の振興を図るため

毎年開催されており、4 月 18 日から 24 日

までの期間中、つくば市内の各研究機関に

おいて施設の一般公開等が行われました。

「地図と測量の科学館」では、19 日から

毎日「施設ガイドツアー」を実施したほか、

19 日に「VLBI アンテナ」の見学、19 日と

22 日に、測量用航空機「くにかぜ」の内部

を特別に公開しました。

科学技術週間中の来客者数は延べ 966 名

でした。ガイドツアーを楽しみに開館と同

時に来られる方がいたほか、修学旅行で見

学に訪れた栃木県の中学生は、地球ひろば

の球体模型や「くにかぜ」の内部を楽しそ

うに見学していました。この科学技術週間

を通して地図と測量を、より一層親しんで

いただけたものと思います。

                                                                                   

平成 28 年度（第 57 回）科学技術週間報告

（総務部）

「くにかぜ」内部公開を見学する修学旅行生 日本列島球体模型で地球の丸さを実感

ガイドツアーの様子 電子基準点やレグモスの見学
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茨城県畜産センター敷地内（石岡市根小屋）の石岡測地観測局に整備を進めてきた VLBI（Very 

Long Baseline Interferometry、超長基線電波干渉法）アンテナが平成 26 年 3 月に完成、観測

局舎が平成 28 年 2 月に完成したことに伴い、5 月 1 日に本格運用を開始します。

石岡測地観測局は、VLBI 観測施設、GNSS 観

測点、重力測定室からなり、これらの測地技術

を組み合わせてプレート運動や地球回転など地

球規模の変動を監視するとともに、国際標準に

準拠した我が国の位置の基準を提供する施設で

す。

茨城県畜産センター内の急な坂を登りきっ

た所に位置する石岡測地観測局。真っ先に視線

に入るのは筑波山の新緑と真新しい白色の

VLBI アンテナです。石岡の VLBI アンテナは、

国土地理院構内の直径 32 メートルのアンテナ

に比べ 13.2 メートルと小型になりましたが、高

速で回転（最大 12 度／秒）して天体を観測する

ことで、従来よりも高い 1 ミリメートルの精度

で地球上の正確な位置を決定することができま

す（表-1）。また、電波を受信する能力も向上し

て、小型とは言え、アジアで初めてとなる最新

技術を導入したこれまでよりはるかに性能の良

いアンテナです。この性能が十分発揮できるよ

う、地盤が安定し、電波環境が良好な石岡に施

設を整備しました。

表-1 アンテナ性能諸元

石岡VLBIアンテナ つくばVLBIアンテナ

13.2 m 主反射鏡直径 32 m

2～14 GHz 受信周波数 2 GHz, 8GHz

0.08 mm (rms) 鏡面精度 0.14 mm (rms)

10 K アンテナ雑音温度 40 K

12 度/秒 Az 軸駆動速度 3 度/秒

6 度/秒 EL 軸駆動速度 3 度/秒

※rms：二乗平均平方根、理想の鏡面からのばらつき具合を表

す。

VLBI は、数十億光年も離れた天体からの電波

を、世界各地のパラボラアンテナで同時に受信

し、アンテナが地球のどこにあるか、正確な位

置を測ります。国土地理院は、国際 VLBI 事業

（IVS）のもとで世界各国の機関と協力して日本

の正確な位置を決めています。そして我が国の

すべての位置は、VLBI で測定した正確な位置を

基準に測られています。石岡のアンテナは、IVS

が提唱する次世代の VLBI 観測システムに対応

する世界で 4 番目のアンテナです。

VLBI は、地球の回転（自転）など、地球の運

動も精密に測ることができます。地球の自転は

一定ではなく、不規則に変化しているため、原

子時計で定めた規則的な時刻とずれが生じます。

このずれを調整するために「うるう秒」が用い

られます。VLBI で測った自転速度の変化は、「う

るう秒」の決定に用いられ、世界の正確な時刻

を決定しています。

さらに、VLBI によって地球上の正確な位置を

測ることで、年間数センチメートルというプレ

ートの動きを測ることができます。地球の表面

は、十数枚のプレートに分かれ、互いにゆっく

りと移動しています。その境界では、プレート

の衝突や沈み込みが起こり、地震や火山活動な

どが生じます。日本周辺には４枚ものプレート

がひしめき合うため、平成 23 年東北地方太平洋

沖地震など、大きな地震に見舞われてきました。

プレート運動の監視は、変動の大きな日本で正

確な位置を決定するために必須となります。

日本の VLBI 観測は、平成 10 年からつくば

VLBI 観測局が担ってきました。石岡 VLBI 観測

施設はこの役割を引き継ぎ、次代の日本の VLBI

観測を担っていきます。なお、石岡の運用開始

とともに、つくば VLBI 観測局は今年 12 月頃に

役割を終え、解体されます。

（測地部）

石岡測地観測局を UAV で撮影。アンテナ左奥の平屋建

てが局舎。左奥は筑波山。（4 月 8 日 GSI-LB による撮影）

日本の正確な位置を石岡市で決めます～石岡測地観測局運用開始～
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電子基準点 786 点で観測したガリレオ（欧州連合の測位衛星）の信号及び GPS の新たな

信号を含むデータの提供を開始しました。

国土地理院は、全国約 1,300 点の電子基準

点において GPS に代表される測位衛星の信号

を常時受信しています。測位衛星は GNSS

（Global Navigation Satellite System）と

も呼ばれ、高精度な衛星測量からカーナビま

で、様々な用途に利用されています。電子基

準点で受信した GNSS データは通信回線を用

いてリアル タイムで 国土地理 院にあ る

GEONET 中央局に送られ、その解析結果が地殻

変動の監視に役立てられるほか、衛星測量に

利用可能な形式に変換されて国土地理院のホ

ームページから提供されています。この GNSS

データを利用することにより、電子基準点を

基準とする効率的な衛星測量を行うことがで

きます。

これまでは GPS（米国）、準天頂衛星システ

ム（日本）、グロナス（ロシア）のデータを提

供してきましたが、4 月 1 日より、786 点の電

子基準点から、ガリレオの信号や GPS の L5

信号を含む観測データの提供を開始しました。

今回の提供開始により、電子基準点を用い

た衛星測量において従来の GPS、準天頂衛星

システム、グロナスにガリレオを加えた複数

の衛星測位システム（マルチ GNSS）を利用で

きるようになりました。これにより、ビルや

樹木等の障害物により衛星信号が受信しにく

い都市部や山間部でも、使用可能な衛星の数

が増えることによって、測量ができる場所や

時間帯が広がると期待されます。また従来の

GPS の 2 種類の周波数信号（L1 及び L2）に加

えて新しい周波数信号である L5 信号も利用

できるようになるため、今までより短い観測

時間で従来と変わらない高精度な測量を行う

ことができるようになります。

将来的には、i-Construction の要となる情

報化施工に不可欠な技術であるリアルタイム

測量の安定性が向上することも期待されます。

残り約 500 点の電子基準点についても、今

後 3 年間程度を目途に順次対応を進め、ガリ

レオの信号及びGPSのL5信号のデータ提供を

進めていく予定です。

（測地観測センター）

高精度な衛星測量のための環境が向上します
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国土地理院では、訪日外国人旅行者の円滑な移動などの環境整備を図り、観光立国実現や2020

年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の円滑な開催などに資するため、外国人にわか

りやすい地図を作成するための標準として、地図に記載する地名等の英語表記ルール」及び外

国人向け地図記号１５種類を決定しました。

今後、国土地理院が外国語版の地図を作成する際の基本として適用するとともに、地方公共

団体や民間地図会社などにも広く周知して、活用を促進します。

１．地図に記載する地名等の英語表記ルール

地図に記載する山や川など日本語の地名や

施設名を英語表記に変換する方法を示した

「英語表記ルール」。その方法は大きく分けて

2 通りです。

（１）置換方式

筑波山を Mt.Tsukuba とするように、山（さ

ん、san）の部分を英語の「Mt.」に置き換え

る方式です。利根川はTone Riverとなります。

この方式は表記に冗長性が少なく、地図上

で簡潔に表示できます。

（２）追加方式

月山を Mt.Gassan とするように、全体のロ

ーマ字表記に山を表す「Mt.」を追加する方式

です。例えば月山に置換方式を適用し

Mt.Gatsu としても日本人に通じにくいもの

になります。また、荒川も Ara River より、

Arakawa River の方が日本人に通じやすくな

ります。このように、追加方式は、置換方式

が適用しにくい場合や日本人が置換方式の英

語から元の日本語の地名を認識することが困

難な場合に適用します。使い分けは（図）の

フローになります。

２．外国人向け地図記号１５種類を決定

訪日外国人旅行者の円滑な移動や快適な滞

在のため、必要と思われる地図記号を、外国

人向け地図記号として１５種類（表）を決定

しました。

（基本図情報部）

地名等の英語表記ルールと外国人向け地図記号を決定

図

表
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測量の意義及び重要性に対する国民の理解と関心を一層高めるとともに、地理空間情報の

さらなる利活用の促進を図るため、地方公共団体及び関係団体等の協力を得て、6 月 3 日の

「測量の日」を中心に全国各地で関連行事を実施します。

国土地理院「地図と測量の科学館」（つくば

市）では、特別企画『「測量の日」～遊んで学ん

で地図と測量の世界 2016～』を開催します。こ

の企画は、国土地理院が提供している様々な地

理空間情報をわかりやすく紹介するとともに、

子どもから大人まで楽しみながら地図と測量に

関する体験ができる内容となっています。

例年は、6 月 3 日の「測量の日」にあわせ 6

月第一日曜日に実施していますが、今年度は「地

図と測量の科学館」の天井耐震改修工事の完了

後の 7 月 3 日（日）に実施します。企画の詳細

は国土地理院ホームページで順次ご紹介してい

きます。

この機会に地図と測量の世界に触れてみては

いかがでしょうか。皆様のご来場をお待ちして

おります。

入場は無料です。

■全国各地で実施される主な行事

                                   

（総務部）

「測量の日」関連行事を全国各地で開催

ブロック 主　　　な　　　行　　　事　　　名

北海道 「測量の日」記念『測量体験学習』(札幌市内の小学校　7月実施)

第13回北海道測量技術講演会（札幌市：札幌第1合同庁舎講堂 平成29年1月26日)

東　北
第28回「測量の日」記念　－ 地図と測量のミニフェスタ －
　　　  (仙台市：スリーエム仙台市科学館　6/4～6/5）

第23回山形県高等学校サーベイコンテスト（山形県総合運動公園　6/8）

奥州市測量フェスティバル（奥州市前沢地区　6/11）

関　東 「日本水準原点」一般公開　 （千代田区：憲政記念館構内　5/18）

「くらしと測量・地図」展　（新宿区：新宿駅西口広場イベントコーナー　　6/8～10）

北　陸 地図パネル展（アオッサ（福井県福井市）　6/2～4）

験潮場及び電子基準点見学（新潟県柏崎市　新潟工科専門学校の学生
6/9）

地図教室と測量実習（富山県滑川市立東部小学校　6/24）

空間情報技術事例発表会（石川県地場産業振興センター（石川県金沢市）
6/28）

測量・地図教室（石川県内の小学校（3校）　6月～7月）

「ジュニア防災フェスティバル」へのパネル出展（富山県広域消防防災セン
ター（富山県富山市）　8月）

地図教室（福井県内の小学校　9月～10月）

石川県高等学校測量技術コンテスト（石川県金沢市立工業高等学校　10月上
旬）

県地域振興局地域整備部主催土木フェア及び商工会議所主催産業フェスティ
バル（新潟県中越地域の4地区　10月上旬～11月上旬）

「ジュニア防災フェスティバル」へのパネル出展（富山県広域消防防災セン
ター（富山県富山市）　2月）

ブロック 主　　　な　　　行　　　事　　　名

中　部
平成28年度「測量の日」中部地区記念行事　測量技術講演会

（岐阜市じゅうろくプラザ　6/３）

地図教室 （中部管内４県の小学校　6月上旬～10月上旬）

測量競技会への取組み支援

（愛知県立猿投農林高校 6/14・静岡県立浜松工業高校 日時未定）

国土交通day　（名古屋市：名古屋合同庁舎第二号館　7月下旬）

近　畿 「測量の日」記念フェア2016（大阪市：大阪合同庁舎第４号館　6/7）

測量体験学習　（京都府京都市立美豆小学校　5/25）

測量体験学習　（滋賀県高島市立安曇小学校　6/1）

測量体験学習　（奈良県御所市立御所小学校　6/3）

測量体験学習　（大阪府富田林市立伏山台小学校　9月頃実施予定）

中　国 第21回中国地区測量技術講演会 （広島市：広島県民文化センター　6/21）

四　国
「測量の日」記念講演会

（徳島市：ホテルクレメント徳島　5/19）

「測量の日」記念講演会

（高松市：サン・イレブン高松　7/7）

測量・地図学習会 （四国管内の高等学校４校　小学校１校　　5～6月）

九　州 「測量の日」記念講演会 （福岡市内 6月下旬）

沖　縄 「測量の日」パネル展　（那覇市：沖縄県庁1階ロビー　5/30～6/3）

5/30（月）～6/3（金）沖縄県庁県民ホールにて「測量の日」パネル展を開

催
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G 空間 EXPO2016 は、日本科学未来館（東京・お台場）において 11 月 24 日（木）・25 日

（金）・26 日（土）の３日間開催することが正式に決定しました。

国土地理院では、「Geo アクティビティコンテスト」をはじめ展示、講演等様々なイベント

を計画しています。現在、Geo アクティビティコンテスト事務局では、開催期間中に展示お

よびプレゼンテーションを行っていただく、「プレゼンター（出展者）」を募集しています。

応募方法および応募先は以下をご確認ください。

多くの方のご応募をお待ちしております。               

Geo アクティビティコンテストの応募先と詳しい内容
以下のサイトから募集要項を入手してください

【 G空間EXPO公式Webサイト http://www.g-expo.jp/ 】

応募用紙に必要事項をご記入の上、郵送又は電子メールにより送付してください。

E-Mail：gsi-g-event@ml.mlit.go.jp  Geoアクティビティコンテスト事務局宛

郵 送：〒305-0811 茨城県つくば市北郷1番 国土地理院

企画部 地理空間情報企画室 Geoアクティビティコンテスト事務局宛

平成28年 ７ 月 15 日 （金）17時

記事の内容は、国土地理院ホームページ>2016 年 報道発表資料

（http://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/press-2016.html）をご覧ください。

国土地理院広報は、国土地理院ホームページ>広報誌>国土地理院広報

（http://www.gsi.go.jp/WNEW/koohou/index.html）に掲載しています。

G 空間 EXPO2016 の開催が正式決定しました！

－Geo アクティビティコンテストの応募方法について－

4 月の報道発表

8 日 平成 28 年 3 月の地殻変動について 地理地殻活動研究センター

21 日 最先端で世界最高水準の宇宙測地観測を開始します 測地部

22 日 平成２８年熊本地震の発生に伴う「平成２８年測量士・測量士補試験」の対応に

ついて

総務部

6 月の主な行事予定

3/15～9/4 地図と測量の科学館 ギャラリー展「地図と私たち」

2 日 UJNR 国内部会

3 日 測量の日､「測量の日」功労者感謝状贈呈式

8 日 第 45 回国土地理院報告会

9 日 地震調査委員会

応募方法

応募先

締め切り

（企画部）

http://www.gsi.go.jp/
http://www.gsi.go.jp/WNEW/koohou/index.html
http://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/press-2016.html

